
　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
有
数
の
ゴ
マ
消
費
国
と
い
わ
れ

る
日
本
。
ス
ー
パ
ー
に
は
、い
り
ゴ
マ
、

す
り
ゴ
マ
、
練
り
ゴ
マ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
ゴ
マ
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
よ
く
見
て
み
る

と
、
原
料
は
ほ
と
ん
ど
が
外
国
産
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
中
で
も
、
パ
ラ
グ

ア
イ
産
の
ゴ
マ
は
、
実
は
日
本
と
深
い

つ
な
が
り
を
持
つ
。

　
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
、
1
9
9
0
年
代

に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
小
規
模
農
家
の

重
要
な
収
入
源
だ
っ
た
綿
花
の
栽
培

が
、
価
格
低
下
な
ど
の
影
響
を
受
け
て

衰
退
し
始
め
た
。
そ
ん
な
中
、
立
ち
上

が
っ
た
の
が
、
農
産
物
の
輸
出
事
業
な

ど
を
手
掛
け
る
白
沢
商
工
株
式
会
社
の

白
沢
寿
一
社
長
だ
っ
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

前
身
で
あ
る
海
外
移
住
事
業
団
の
パ
ラ

グ
ア
イ
事
務
所
で
約
７
年
半
勤
務
し
た

経
験
を
持
つ
白
沢
さ
ん
は
、
深
刻
な
経

済
状
況
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
使
命

感
か
ら
、綿
花
に
代
わ
る
作
物
と
し
て
、

同
社
が
開
発
し
た
白
ゴ
マ
「
エ
ス
コ
バ

種
」
の
普
及
に
努
め
た
。
こ
の
エ
ス
コ

バ
種
は
、
日
本
の
消
費
者
の
好
み
に
合

っ
た
味
の
良
い
品
種
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
得
る

こ
と
に
成
功
。
２
０
０
０
年
以
降
、
パ

ラ
グ
ア
イ
か
ら
日
本
へ
の
ゴ
マ
の
輸
出

は
急
激
に
拡
大
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
一
つ
の
問
題
が

浮
上
し
た
。
現
地
で
ゴ
マ
の
栽
培
が
拡

ゴ
マ
の
生
産
を
普
及
さ
せ
た

日
本
の
立
役
者

大
す
る
中
で
、
異
な
る
品
種
間
で
の
交

配
が
進
み
、
品
質
が
顕
著
に
低
下
し
始

め
た
の
だ
。
パ
ラ
グ
ア
イ
産
の
ゴ
マ
は

日
本
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
存
在
。
そ

こ
で
、
日
本
の
支
援
の
下
、
優
良
種
子

の
生
産
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
ま
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、
ゴ
マ
の

自
給
率
が
低
い
日
本
に
代
わ
り
、
ゴ
マ

の
栽
培
研
究
が
進
ん
で
い
る
メ
キ
シ
コ

特集 
食卓から世界を旅する

の
専
門
家
を
現
地
に
派
遣
し
た
こ
と
。

日
本
・
パ
ラ
グ
ア
イ
・
メ
キ
シ
コ
の
三

角
協
力
で
進
め
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

　
ま
ず
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
ア
ス
ン
シ

オ
ン
大
学
農
学
部
を
拠
点
と
し
て
、「
純

化
栽
培
」
を
通
じ
た
白
ゴ
マ
の
品
種
改

良
に
取
り
組
ん
だ
。
純
化
栽
培
と
は
、

品
種
が
混
ざ
り
合
っ
た
種
子
か
ら
１
品

種
だ
け
を
選
ん
で
発
芽
さ
せ
、そ
の
後
、

交
じ
っ
て
い
る
別
の
品
種
の
苗
を
取
り

除
き
な
が
ら
、
収
穫
時

に
１
品
種
の
み
を
残
す

と
い
う
栽
培
方
法
だ
。

そ
の
結
果
、
約
１
０
０

キ
ロ
の
優
良
種
子
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
を
現
地
の
農
家
に

普
及
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
次
に
、
土
が
痩
せ
る

な
ど
、
同
じ
作
物
を
繰

り
返
し
栽
培
す
る
こ
と

に
よ
る
連
作
障
害
に
対

応
す
る
た
め
、
品
種
ご

と
の
特
性
に
応
じ
た
栽

培
管
理
技
術
の
開
発
と

普
及
に
取
り
組
ん
だ
。

種
を
ま
く
時
期
や
、
病

害
虫
の
駆
除
な
ど
に
つ

い
て
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
ほ

か
、
白
ゴ
マ
の
栽
培
で

培
っ
た
経
験
を
基
に
、

新
た
に
黒
ゴ
マ
の
優
良

種
子
の
生
産
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
品
質
に
改
善
の
兆
し
が
見
え
始
め
て

い
た
矢
先
、パ
ラ
グ
ア
イ
産
の
ゴ
マ
は
、

ま
た
新
た
な
試
練
に
見
舞
わ
れ
た
。
２

０
０
８
年
、
基
準
値
を
超
え
る
残
留
農

薬
が
ゴ
マ
か
ら
検
出
さ
れ
た
の
だ
。
こ

う
し
た
問
題
も
あ
り
、
２
０
０
９
年
に

は
日
本
の
白
ゴ
マ
市
場
の
60
%
以
上
を

占
め
た
同
国
産
の
ゴ
マ
は
、
13
年
に
は

約
25
%
ま
で
減
少
。
そ
こ
で
、
こ
の
残

留
農
薬
問
題
に
も
、
日
本
が
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
14
年
に
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
首
都
ア
ス

ン
シ
オ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
ゴ
マ
国
際

セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
日
本
の
企
業
や
商

社
の
関
係
者
が
登
壇
し
、
現
地
の
約
１

５
０
人
の
ゴ
マ
産
業
関
係
者
を
前
に
、

残
留
農
薬
の
基
準
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
の
消
費
者
が
求
め
る
品
質
に
つ
い
て

訴
え
た
。
日
本
の
ゴ
マ
加
工
業
界
の
中

で
、
同
国
産
の
ゴ
マ
に
い
ち
早
く
注
目

し
た
カ
タ
ギ
食
品
株
式
会
社
の
高
田
直

幸
社
長
は
、「
パ
ラ
グ
ア
イ
産
の
エ
ス

コ
バ
種
は
、味
の
優
れ
た
白
ゴ
マ
で
す
。

今
後
も
高
品
質
を
維
持
し
て
、
安
定
供

給
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加

者
を
激
励
し
た
。

　
昨
年
11
月
か
ら
は
、
日
本
人
専
門
家

も
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
残
留
農
薬
問
題

へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
て
い
る
。

特
に
、
早
急
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制
の
強
化
と
、
農
家
や
集
荷
業
者
に
対

新
た
な
問
題
発
生

地
道
な
啓
発
活
動
が
必
要

す
る
農
薬
の
適
切
な
使
用
に
つ
い
て
の

啓
発
だ
。
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
カ
ル

バ
リ
ル
」
と
い
う
殺
虫
成
分
は
、
安
く

て
簡
単
に
入
手
で
き
る
こ
と
に
加
え
、

そ
も
そ
も
使
用
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
パ
ラ
グ
ア
イ
の
農
家
に
知

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
啓
発
活
動
は
容

易
で
は
な
い
。
カ
ル
バ
リ
ル
に
代
わ
る

安
価
な
技
術
の
開
発
な
ど
を
含
め
、
今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
い

け
る
か
は
、
検
討
課
題
の
一
つ
だ
。

　「
今
で
は
、
白
ゴ
マ
に
限
ら
ず
、
南

部
で
の
黒
ゴ
マ
栽
培
も
軌
道
に
乗
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
協
力
は
現
地
の

ゴ
マ
関
係
者
の
間
に
浸
透
し
て
い
て
、

輸
出
側
・
輸
入
側
と
も
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
」
と
高
田
さ
ん
は
話
す
。

　
日
本
の
食
卓
を
支
え
て
い
る
パ
ラ
グ

ア
イ
産
の
ゴ
マ
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
産

国
と
消
費
国
が
手
を
取
り
合
い
、
品
質

と
安
全
性
の
両
立
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。

香り付けやあえ衣、あるいはごま油として。
さまざまな用途で活躍するゴマは、日本の食卓にとってお馴染みの食材だ。

その主な輸入元となっている南米のパラグアイでは、
良質なゴマを作るための挑戦が、長きにわたって続けられている。

量から質へ ゴマ農家たちの挑戦

［上］パラグアイでのゴマの栽培を推進した白沢商工株式会社の
　　白沢社長。会社には、さまざまなゴマ製品が展示されている
［下］2014年に開催された「ゴマ国際セミナー」。日本のマーケット
　　への関心は高く、参加者は熱心に耳を傾けていた

Paraguay
from パラグアイ

パラグアイのゴマ生
産農家。収穫された
ゴマをふるいに掛け
て、混入物を取り除く

アスンシオン

パラグアイ産の白ゴマ「エスコバ種」。若者の農業
離れや、作業の機械化なども課題となっている

パラグアイ側のリーダーを務めるアスンシオン大学のリーデル・アジャラ教授（中央）。生産現場に何度も足を運び、
農家や普及員に技術指導を続けている
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